
第 ４ 号

201９､５､７（火）
北海道小樽潮陵高等学校

令和元年度第１学年団

5月1日に時代は「令和」へと移りました。1979年

成立の元号法に基づく2度目の改元で、日本初の元号

「大化」から数えて、新元号は248個目の元号となり

ます。元号は、もともと中国で使われ始め、周辺国に

広がった文化です。中国では国の平和を祈って縁起の

いい名前をつけたり、皇帝が自分の力をアピールする

意味をこめた名前などがつけられていました。そのた

めか、中国で元号が使われていたのは、1911年(清朝

の滅亡)までで、現在では西暦が使用されるようになり

ました。現在、元号という時間の区切り方を使ってい

るのは、世界でも日本だけになりました。

皆さんは、4月から潮陵高校に進学したことによっ

て、人生80年の内のこれから3年間を「高校」時代と

呼ばれる時間を過ごすことになりました。日本人の平

均寿命(男性は81.09歳、女性は87.26歳)から考える

と、皆さんは、人生の１／４も過ごしていません。し

かし、「高校」時代と呼ばれる時期に残り３／４の人生

に大きく関わることについて探し求めなければなりま

せん。残り３／４の人生に大きく関わることの一つは、

就職です。私も、56年の人生を振り返ってみると就職

が、ここ34年間の人生のあり方の基盤になっています。

宿泊研修中の4月11日に皆さんが記入したスタディー

サポート学習状況リサーチでは、未定者14.6％を除く

と皆さんの大多数が、国公立大学を中心に進学を考え

ています。ただ、皆さんの次の進学先は、就職に大き

な影響を与えるものとなります。特に医療系の進路を

考えている生徒は、大学・学

部選択イコール職業選択で

す。皆さんは、連休中に進路

ノートの８ページを見て、何

かを書き込んだり、何か思い

を巡らせたりしましたね。そ

れが進路探求の第一歩です。

進路未定の生徒は、進路探求

を継続しなければなりません

が、すでに進路が決まってい

る生徒も、大学祭やオープンキャンパスに参加して自

己の進路を見つめ直すことも大切です。因みに、北大

で講演してくれたＯＢの一人が潮陵１年生の時に北大

受験を決める契機となった

第61回北大祭は、前期中間

考査最終日の6月7日(金)～

6月9日(日)に開催されま

す。小樽商科大学は、第67

回緑丘祭を6月28日(金)～

6月30日(日)に実施します。

大学祭は、模擬店だけでな

く、サークルの研究発表も有り大学生活の一端を知る

機会です。足を運んでみてはどうでしょうか。

潮陵坂に面する本校グランド横の桜は、散り始めて

います。潮陵高校には、名前の付いた桜があります。

「潮陵」は満開に近く、「暁鐘」は蕾の状態も見受けら

れました。時間があればご覧ください。

駐車場横 グランド山側

進路の扉は、
開きましたね。

今後の予定
５/９ （木）保護者説明会
５/13（月）壮行会
５/15（水）スマートフォン講演会
５/20（月）スタディーサポート報告会（ベネッセ）
６/４ （火）前期中間考査・保護者懇談会
６/５ （水）前期中間考査・保護者懇談会
６/６ （木）前期中間考査
６/７ （金）前期中間考査・避難訓練

潮陵高校の桜
「潮陵」「暁鐘」



１学年通信は、本校ホームページからご覧いただくことができます。本校ホームページ(画面１)を開いていた

だき、左の「全日制」をクリック。現れた画面(画面２)で「令和元年度１学年ページ」をクリックして下さい。
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令和元年度１学年ページ


